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学
ぶ

機
会

の
創

出
に

向
け
て

　
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
食
産
業
人

材
育
成
協
会
（
ａ
ｆ
ｈ
）

主
催
の
日
本
伝
統
食
文
化

セ
ミ
ナ
ー
で
、
て
ん
ぷ
ら

小
野
の
料
理
人
・
志
村
幸

一
郎
氏
は
、

2月

4日
に

タ
イ
・
カ
セ
サ
ー
ト
大
学

で
講
演
し
、「
和
食
と
は
、

日
本
の
四
季
や
年
中
行
事

に
併
せ
た
食
文
化
で
あ

り
、
ま
た
地
域
に
根
差
し

た
食
材
を
使
用
す
る
こ
と

も
和
食
に
は
重
要
だ
」
と

語
っ
た
。セ
ミ
ナ
ー
に
は
、

タ
イ
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ラ

オ
ス
、
ベ
ト
ナ
ム
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
か
ら
約

50人
の

学
生
が
参
加
し
た
。

　
志
村
氏
は
、

2
0
1
3

年

12月
に
日
本
人
の
伝
統

的
な
食
文
化
（
和
食
）
が

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産

に
登
録
さ
れ
、
世
界
か
ら

注
目
が
高
ま
る
一
方
、
和

食
を
継
承
す
る
料
理
人
が

不
足
す
る
現
実
を
指
摘
し

た
上
で
、
「
和
食
料
理
人

に
な
り
た
い
海
外
の
優
秀

な
人
材
に
向
け
て
受
け
皿

を
作
り
、
国
の
助
成
金
な

ど
を
利
用
し
継
続
的
な
人

材
育
成
の
仕
組
み
を
創
る

こ
と
が
必
要
」と
述
べ
た
。

は
日
本
の
伝
統
食
文
化
を

知
識
と
味
で
勉
強
し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
後
に
志
村
氏

は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
現
地
学

生
の
問
題
意
識
の
高
さ
や

食
分
野
に
お
け
る
専
門
知

識
の
深
さ
に
感
銘
を
受
け

た
と
し
、
未
来
の
食
を
担

う
若
者
へ
向
け
て
、
和
食

の
専
門
性
や
料
理
の
道
を

伝
授
し
た
い
と
語
っ
た
。

　
志
村
氏
は
、
ミ
ラ
ノ
万

博
や
マ
ド
リ

ー
ド
国
際
食

品
展
示
会
な

ど
で
調
理
を

務
め
、
テ
レ

ビ
出
演
や
書

籍
出
版
な
ど

で
も
活
躍
す

る
料
理
人
。

八
丁
堀
に
あ

る
て
ん
ぷ
ら

小
野
は
、
カ

ウ
ン
タ
ー

11

席
の
店
で
、

使
用
す
る
材

料
は
、
顔
の

見
え
る
生
産

者
の
食
材
、

調
味
料
の
産

地
に
至
る
ま

で
徹
底
的
に

こ
だ
わ
り
抜

く
。

（
内
田
美
帆
）

　
ま
た
、
和
食
の
重
要
な

要
素
と
し
て
上
げ
る
「
地

域
に
根
差
し
た
食
材
の
使

用
」
に
言
及
し
た
志
村
氏

は
、
日
本
の
発
酵
技
術
を

利
用
し
た
コ
メ
と
タ
イ
産

の
エ
ビ
を
使
用
し
た
笹
寿

司
を
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
に

振
る
舞
い
、
参
加
者
た
ち

タイ産エビと日本米を使用した笹寿司に舌鼓を打つ学生たち

食文化を　

　　伝える

天
ぷ

ら
料

理
人

が
講

演

50人
参
加

日
本

式
ビ

ジ
ネ

ス
マ

ナ
ー

研
修

吉
野
家
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
・
グ
ル
ー
プ

管
理
本
部
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
採
用
戦
略
室
長

長
広

尚
之

氏

留
学

事
業

始
ま

る
国

際
的

な
産

学
官

連
携

に
期

待

価値の最大化を

今野正義　理事長 Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
食
産
業
人
材
育
成
協
会

　
食
品
・
流
通
企
業
各
社

さ
ま
に
お
か
れ
て
は
、
平

素
よ
り
食
料
産
業
政
策
の

推
進
に
ご
理
解
・
ご
支
援

を
賜
り
、
心
よ
り
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

2
0
1
3年

に
日
・
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
友
好
協
力

40周

年
サ
ミ
ッ
ト
が
東
京
で
開

催
さ
れ
、
採
択
さ
れ
た
ビ

ジ
ョ
ン
・
ス
テ
ー
ト
メ
ン

ト
実
施
計
画
に
フ
ー
ド
バ

リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
（
Ｆ
Ｖ

Ｃ
）
に
関
す
る
官
民
連
携

　タイ・カセサート大学

（ＫＵ）とＡＳＥＡＮ食

産業人材育成協会（ａｆ

ｈ）が主催で、日・ＡＳ

ＥＡＮ統合基金（ＪＡＩ

Ｆ）を利用して実施され

る留学事業（図　2　）が　1　

月、タイで始まった。今

後さらなるＡＳＥＡＮと

日本のパートナーシップ

構築に向けた、国際的な

産学官連携が期待され

る。　　　（内田美帆）の
協
力
促
進
が
盛
り
込
ま

れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

状
況
を
踏
ま
え
、
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
諸
国
の
主
要
大
学
に

寄
付
講
座
を
開
設
し
、
民

間
企
業
か
ら
講
師
を
派
遣

し
て
Ｆ
Ｖ
Ｃ
に
つ
い
て
教

育
す
る
「
日
・
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
食
産
業
人
材
育
成
官
民

共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
も

　
同
事
業
は
、
①
タ
イ
留

学
プ
ロ
グ
ラ
ム
（

図

3）

・
Ｋ
Ｕ
で
行
わ
れ
る
フ
ー

ド
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン

（
Ｆ
Ｖ
Ｃ
）
寄
付
講
座
へ

の
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ラ
オ
ス
、

ベ
ト
ナ
ム
（
Ｃ
Ｌ
Ｖ
）
か

ら
学
生
ら
を
迎
え
た
短
期

留
学
②
訪
日
留
学
プ
ロ
グ

ラ
ム
・
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

10ヵ

国
か
ら
留
学
生
ら
を
迎
え

た
日
本
の
食
品
関
連
工
場

見
学
・
視
察
ツ
ア
ー

─
─

の
二
つ
か
ら
構
成
さ
れ

る
。

　
同
留
学
事
業
は
、
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ

10ヵ
国
の
学
生
へ

平
等
な
就
学
の
機
会
を
提

シ
ア
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
ミ

ャ
ン
マ
ー
に
あ
る
主
要
な

食
品
・
農
業
系
大
学
に
寄

付
講
座
を
開
設
し
、
日
系

企
業
な
ど
か
ら
専
門
家
を

派
遣
し
て
、
Ｆ
Ｖ
Ｃ
全
般

に
つ
い
て
の
実
践
的
な
講

義
を
提
供
し
ま
し
た
。
受

講
生
は
総
数

3
0
0人

を

超
え
て
お
り
ま
す
。
ま

果
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

ご
参
画
い
た
だ
い
て
い
る

食
品
企
業
の
中
に
は
、
す

で
に
現
地
の
優
秀
な
人
材

を
採
用
さ
れ
た
と
い
う
話

も
お
伺
い
し
て
お
り
ま

す
。

　
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も

2

期
目
に
入
り
、
す
で
に
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
、
タ
イ
で
は

供
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
、

2
0
1
4年

10月
か

ら
実
施
さ
れ
て
い
る
Ｆ
Ｖ

Ｃ
寄
付
講
座
を
補
完
す
る

役
割
を
担
う
。

　
日
系
企
業
の
進
出
が
加

速
す
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
各
国

で
、
現
地
を
担
う
若
き
グ

ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
の
継

続
的
な
人
材
育
成
は
必
要

不
可
欠
だ
ろ
う
。

　
【

タ
イ

留
学
】

　

1月

25日
～

2月

5日

の

2週
間
、
Ｋ
Ｕ
で
実
施

さ
れ
た
タ
イ
留
学
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
は
、
Ｃ
Ｌ
Ｖ
か
ら

各
国
学
生

4人
、
教
授

1

人
、
政
府
関

係
者

1人
の

各
国

6人
を

招
待
し
た
。

留
学
生
ら

は
、
日
系
食

関
連
企
業
講

師
に
よ
る
Ｆ

Ｖ
Ｃ
寄
付
講

座
を
主
軸
に

現
地
工
場
見

学
、
日
本
式

ビ
ジ
ネ
ス
マ

ナ
ー
研
修
、

日
系
企
業
就

職
説
明
会
、

日
本
伝
統
食

文
化
セ
ミ
ナ

ー
、
学
園
祭

参
加
な
ど
が

盛
り
込
ま
れ

た
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
受
講
し

た
。

　
タ
イ
留
学

プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
責
任
者

で
あ
り
、
今企
業
が
少
な
い
な
ど
の
理

由
で
個
別
に
寄
付
講
座
の

開
講
が
難
し
い
カ
ン
ボ
ジ

ア
、
ラ
オ
ス
な
ど
の
学
生

を
タ
イ
の
カ
セ
サ
ー
ト
大

学
に
講
座
の
期
間
中
留
学

さ
せ
て
、
タ
イ
の
学
生
と

同
じ
よ
う
に
Ｆ
Ｖ
Ｃ
に
つ

い
て
学
ぶ
機
会
を
与
え
て

い
る
も
の
で
あ
り
、
さ
ら

回
の
受
け
入
れ
機
関
で
あ

る
Ｋ
Ｕ
農
産
業
学
部
の
パ

ラ
ソ
ナ
教
授
は
、
民
間
か

ら
の
協
力
企
業
・
団
体
、

そ
し
て
政
府
関
係
者
に
対

し
、
心
か
ら
の
感
謝
の
意

を
示
し
た
。
ま
た
、
Ｋ
Ｕ

関
係
者
は
、
Ｃ
Ｌ
Ｖ
か
ら

留
学
生
を
受
け
入
れ
、
日

本
文
化
と
技
術
を
学
ぶ
と

同
時
に
、
国
境
を
越
え
た

関
係
を
構
築
で
き
た
こ
と

で
、
今
後
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

各
国
と
の
学
術
的
な
協
力

や
共
同
研
究
・
共
同
開
発

の
取
組
み
に
つ
な
が
る
手

応
え
を
感
じ
た
と
の
意
見

も
聞
こ
え
た
。

　
一
方
Ｃ
Ｌ
Ｖ
か
ら
の
留

学
生
か
ら
は
、
同
留
学
事

業
で
学
ん
だ
日
本
食
産
業

の
先
進
的
な
技
術
や
知
識

を
母
国
へ
持
ち
帰
り
「
自

国
の
さ
ら
な
る
発
展
に
生

か
し
た
い
」
「
Ｆ
Ｖ
Ｃ
の

知
識
を
増
や
し
た
い
」「
新

た
な
機
会
に
挑
戦
し
た

い
」
な
ど
頼
も
し
い
声
が

寄
せ
ら
れ
た
。

　
【

訪
日

留
学
】

　

16年

7月
と

9月
の
各

1週
に
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

10ヵ
国
か
ら
タ
イ
留
学
同

様
に
、
各
国
学
生

4人
、

教
授

1人
、
政
府
関
係
者

1人
の
各
国

6人
を
招
待

し
て
、
日
本
の
食
品
関
連

工
場
見
学
・
視
察
ツ
ア
ー

が
開
催
さ
れ
る
予
定
。

5

ヵ
国
ず
つ
、
二
つ
の
グ
ル

ー
プ
に
分
け
て
実
施
さ
れ

る
訪
日
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
は
、
ツ
ア
ー
を
通
じ
て

日
本
式
Ｆ
Ｖ
Ｃ
一
連
の
流

れ
を
体
験
す
る
。

に
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
地
域
の

教
官
、
大
学
生
を
日
本
に

招
き
、
国
内
の
食
品
企
業

の
工
場
見
学
や
実
地
研
修

を
行
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
各
国
大
学
か

ら
要
望
が
あ
っ
た
も
の

で
、
タ
イ
政
府
・
カ
セ
サ

ー
ト
大
学
と
の
協
力
に
よ

り
実
現
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
地
域
で
の
Ｆ
Ｖ
Ｃ

の
構
築
が
進
む
に
つ
れ
、

ま
す
ま
す
現
地
で
の
優
秀

な
人
材
の
確
保
が
課
題
と

な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
意
義

を
再
び
強
く
実
感
し
て
い

ま
す
。

　
今
後
と
も
日
・
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
双
方
の
発
展
の
た

め
、
よ
り
多
く
の
企
業
の

み
な
さ
ま
に
ご
参
画
を
賜

り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　
吉
野
家
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
は
、
日
本
国
内
外
で

吉
野
家
、
は
な
ま
る
、ア
ー

ク
ミ
ー
ル
、
京
樽
な
ど
の

外
食
業
態
の
出
店
が
加
速

し
て
い
く
中
で
、
グ
ロ
ー

バ
ル
視
点
を
持
っ
た
高
度

人
材
の
採
用
と
育
成
に
注

力
し
て
い
る
。
そ
の
背
景

に
は
、
同
社
の
グ
ロ
ー
バ

ル
化
が
一
層
進
む
と
い
う

前
提
が
あ
る
。

　
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
参

加
す
る
吉
野
家
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス
・
グ
ル
ー
プ
管

理
本
部
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

採
用
戦
略
室
長
の
長
広
尚

之
氏
は
、海
外
か
ら
直
接
、

日
本
本
社
採
用
の
学
生
開

拓
を
進
め
、
す
で
に
同
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
の
海
外
人

材
採
用
実
績
も
あ
る
。

　
長
広
氏
は
吉
野
家
店
長

を
経
験
後
、
国
際
研
修
セ

ン
タ
ー
開
設
準
備
室
長
、

エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
営

業
部
、
人
事
部
、
教
育
研

修
部
を
歴
任
し
現
職
へ
。

ま
た
、

2
0
1
5年

10月

か
ら
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
寄

　
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
食
産
業
人
材
育
成
協

会
は
、
日
本
企
業
の
進
出
著
し
い
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
で
、
各
国
で
の
企
業

価
値
の
最
大
化
が
大
き
な
目
標
と
な

っ
て
い
る
今
、
若
手
現
地
人
材
の
育

成
を
テ
ー
マ
に
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
寄
付
講
座
を
開
講
い
た
し
ま
し
た

各
国
大
学
か
ら
、
企
業
の
皆
さ
ま
に

感
謝
の
意
を
承
っ
て
お
り
ま
す
こ
と

を
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　
フ
ー
ド
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
と
冠

の
つ
い
た
寄
付
講
座
で
は
、
政
府
の

取
組
み
を
踏
ま
え
て
、
種
苗
育
種
、

生
産
、
流
通
、
食
品
加
工
、
卸
、
小

売
、
外
食
サ
ー
ビ
ス
、
環
境
対
応
、

文
化
、
機
械
、
情
報
技
術
、
金
融
な

ど
幅
広
い
業
種
か
ら
、
食
の
オ
ー
ル

ジ
ャ
パ
ン
体
制
で
講
座
を
組
み
、
講

座
の
質
に
も
大
き
な
反
響
を
頂
戴
し

付
講
座
の
講
師
と
し
て
、

Ｆ
Ｖ
Ｃ
に
お
け
る
外
食
産

業
の
役
割
を
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

各
国
の
学
生
た
ち
に
伝
え

る
一
方
で
、
積
極
的
に
海

外
で
の
現
地
学
生
採
用
活

動
に
も
取
り
組
む
。

　
長
広
氏
は
同
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
へ
参
加
す
る
理
由
と

し
て
、
①
将
来
の
グ
ロ
ー

バ
ル
リ
ー
ダ
ー
人
材
の
発

掘
②
海
外
大
学
と
の
信
頼

構
築
③
現
地
日
本
法
人
人

事
採
用
担
当
者
と
の
意
見

交
換

─
─
の
三
つ
を
挙
げ

る
。
①
に
関
し
て
、
日
本

国
内
留
学
生
の
採
用
は
も

ち
ろ
ん
だ
が
、
日
本
国
内

留
学
生
だ
け
で
は
、
留
学

生
の
出
身
国
の
偏
り
、
大

手
流
通
と
の
採
用
競
合
、

経
済
的
理
由
で
留
学
が
で

き
な
い
学
生
と
は
出
会
え

な
い
な
ど
の
理
由
も
あ
る

と
し
て
、
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
は
人
材
育
成
と
採
用

の
機
会
を
最
大
限
に
活
用

で
き
れ
ば
と
語
る
。

　
【

学
生

へ
の

期
待
】

　
吉
野
家
は
、
グ
ロ
ー
バ

ル
人
材
を
日
本
で
教
育
研

修
す
る
制
度
が
構
築
さ

れ
、
海
外
現
地
採
用
人
材

に
は
日
本
研
修
を
経
た
後

に
各
国
へ
再
配
置
す
る
こ

と
を
想
定
と
し
た
日
本
本

社
採
用
、
ま
た
ア
ジ
ア
現

地
法
人
で
の
現
地
採
用
を

進
め
て
い
る
。

　
日
本
政
府
が
食
品
輸
出

1兆
円
を
目
指
し
、
日
本

食
を
海
外
に
セ
ー
ル
ス
し

て
い
く
中
、
海
外
現
地
の

学
生
た
ち
と
関
わ
れ
る
こ

と
が
自
身
の
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
だ
と
語
る
長
広
氏

は
、
日
本
の
企
業
戦
略
が

単
な
る
拡
大
戦
略
だ
け
で

2期
目
の
講
座
が
終
了

し
、
今
月
か
ら
マ
レ
ー
シ

ア
、

6月
に
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
、
そ
の
後
に
ミ
ャ
ン
マ

ー
と
続
き
ま
す
。

　
ま
た
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
食

産
業
人
材
育
成
協
会
が
主

体
と
な
っ
て
、
外
務
省
の

日
・
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
統
合
基

金
を
活
用
し
た
新
た
な
取

組
み
も
始
め
ま
し
た
。
こ

れ
は
進
出
し
て
い
る
日
系

た
、
ベ
ト
ナ
ム
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
で
は
特
別
セ
ミ
ナ

ー
を
開
催
し
、
次
期
の
寄

付
講
座
開
設
へ
と
つ
な
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
寄

付
講
座
の
開
設
に
際
し
て

は
、
同
時
に
日
本
食
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
も
開
催
し
、
日

本
食
・
食
文
化
の
普
及
促

進
を
図
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
取
組
み
の
結

最
初
の
開
講
か
ら
は
や

1

年
が
経
過
し
ま
し
た
。

　
こ
の
間
に
、
本
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
推
進
に
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た

多
く
の
食
品
・
流
通
分
野

を
中
心
と
す
る
企
業
の
方

々
に
あ
ら
た
め
て
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の

う
ち
、
タ
イ
、
イ
ン
ド
ネ

て
お
り
ま
す
。

　
ご
存
じ
の
よ
う
に
、
人

材
育
成
と
は
直
近
の
未
来

に
確
か
な
答
え
が
出
る
こ

と
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

ま
し
て
や
、
日
本
国
外
で

の
取
組
み
に
は
見
通
し
が

難
し
い
部
分
も
ご
ざ
い
ま

す
。

　
し
か
し
、
そ
こ
に
日
本

の
皆
さ
ま
が
寄
付
講
座
な
ど
を
通
し

て
資
す
る
こ
と
で
、日
本
ブ
ラ
ン
ド
、

日
本
品
質
を
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の
若

い
世
代
に
伝
え
る
活
動
が
、
数
十
年

先
の
未
来
ま
で
日
本
フ
ァ
ン
を
作

り
、
将
来
の
良
好
な
関
係
構
築
が
進

む
こ
と
を
期
待
せ
ず
に
は
お
ら
れ
ま

せ
ん
。

　
当
協
会
は
、
皆
さ
ま
の
ご
支
援
の

下
、

2
0
1
5年

10月

1日
付
で
一

般
社
団
法
人
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
食
産
業
人

材
育
成
協
会
（
ａ
ｆ
ｈ
＝
ア
フ
）
へ

と
、
法
人
格
に
変
更
を
行
う
に
至
り

ま
し
た
。

　
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
各
国
政
府
・
大
学
、

そ
し
て
日
本
企
業
の
皆
さ
ま
と
と
も

に
、
社
会
か
ら
必
要
と
さ
れ
、
喜
ば

れ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
今
後
も
続
け

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご

支
援
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚
で
す
。

は
な
く
、
Ｆ
Ｖ
Ｃ
を
具
現

化
で
き
る
チ
ェ
ー
ン
ス
ト

ア
パ
ー
ソ
ン
を
輩
出
す
る

こ
と
で
、
国
や
地
域
社
会

の
発
展
と
豊
か
な
社
会
の

創
造
に
貢
献
し
て
い
る
こ

と
に
も
学
生
に
気
付
い
て

ほ
し
い
と
い
う
。

　
ま
た
、
海
外
現
地
採
用

の
学
生
た
ち
に
は
、
日
本

本
社
採
用
と
し
て
、
日
本

式
チ
ェ
ー
ン
ス
ト
ア
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
や
Ｈ

Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
、
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
、そ
し
て
日
本
食
・

食
文
化
を
研
修
で
習
得
理

解
し
、
世
界
中
で
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
を
取
れ
る
経
営

人
材
や
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

に
な
る
こ
と
を
期
待
し
た

い
と
強
調
す
る
。

　
【

今
後

の
目

標
】

　
長
広
氏
は
、

5年
後
に

は
日
本
国
内
と
国
外
の
吉

野
家
店
舗
数
が
並
ん
で
く

る
と
予
測
さ
れ
る
中
、
社

員
に
お
け
る
外
国
籍
保
持

者
を

1
0
0人

程
度
ま
で

採
用
し
た
い
と
し
た
上

で
、
「
海
外
現
地
採
用
の

人
材
を
企
業
に
定
着
さ
せ

る
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

大
学
と
一
緒
に
作
り
、
採

用
前
・
後
、

3ヵ
月
、

6

ヵ
月
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

を
増
や
し
た
い
」と
語
る
。

　
そ
し
て
、
海
外
人
材
が

増
え
る
こ
と
で
日
本
人
社

員
の
多
様
性
の
理
解
が
さ

ら
に
深
ま
り
従
業
員
満
足

や
顧
客
満
足
向
上
に
も
期

待
し
て
い
る
と
述
べ
た
。

　
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
食
産
業
人

材
育
成
協
会
（
ａ
ｆ
ｈ
）

は
、

2月

1日
と

2日
に

タ
イ
・
カ
セ
サ
ー
ト
大
学

で
日
本
式
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ

ー
研
修
を
開
催
し
、
講
師

は
キ
ャ
プ
ラ
ン
の
専
門
講

師
が
務
め
た
。講
師
陣
は
、

日
本
の
作
法
を
押
し
つ
け

る
の
で
は
な
く
、
現
地
文

化
と
融
合
さ
せ
た
、
現
地

で
生
き
る
日
本
式
ビ
ジ
ネ

日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成
図２　留学事業・概要

図３　タイ留学プログラム概要

グローバル化が前提

高度人材の採用と育成

講講
師師

イイ
ンン

タタ
ビビ

ュュ
ーー

ス
マ
ナ
ー
を
伝
授
。
参
加

者
は

2日
で
約

1
0
0人

に
上
り
、
日
本
式
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ナ
ー
の
基
礎
で
あ
る

「
お
も
て
な
し
」
の
心
を

学
ん
だ
。

　
研
修
は
、
日
系
企
業
で

働
く
際
に
求
め
ら
れ
る
基

本
的
な
①
あ
い
さ
つ
の
仕

方
②
お
じ
ぎ
の
仕
方
③
名

刺
の
渡
し
方
④
身
だ
し
な

み
の
確
認
⑤
ホ
ウ
レ
ン
ソ

ウ
（
報
告
・
連
絡
・
相
談
）

の
考
え
方
⑥
Ｔ
Ｐ
Ｏ
（
時

間
、
場
所
、
機
会
）
の
考

え
方
⑦

5Ｓ
（
整
理
、
整

頓
、
清
掃
、
清
潔
、
し
つ

け
）
の
考
え
方

─
─
な
ど

の
実
践
的
な
基
礎
学
習
を

実
施
。

　
研
修
で
は
講
師
が
、
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
で
は
、
日
本
の

ビ
ジ
ネ
ス
社
会
に
お
け
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手

法
と
は
大
き
く
異
な
る
事

例
が
あ
る
と
し
た
上
で
、

「
例
え
ば
、
タ
イ
で
は
謝

罪
す
る
と
き
は
常
に
笑
顔

で
接
す
る
こ
と
が
良
い
と

さ
れ
る
が
、
日
本
で
は
状

況
に
よ
る
」
と
参
加
者
に

説
明
。
日
本
式
ビ
ジ
ネ
ス

の
ロ
ー
カ
ラ
イ
ズ
と
現
地

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
改
善
を
図
る
こ
と
が

双
方
の
発
展
に
つ
な
が
る

だ
ろ
う
と
述
べ
た
。

　
同
社
は
人
材
派
遣
、
紹

介
、
教
育
な
ど
を
手
掛
け

る
企
業
で

1
9
8
2年

に

設
立
。
タ
イ
で
は

2
0
1

5年
か
ら
、
元
日
本
航
空

従
業
員
の
現
地
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
養
成
を
開
始

し
、
現
地
と
日
本
文
化
の

双
方
を
理
解
す
る
人
材
教

育
に
取
り
組
む
。

　
（
内
田
美
帆
）

おもてなしの　

　　心を伝える

農林水産省食料産業局長

櫻庭　英悦　氏

日本の立ち姿を練習


